
【感想】 

・悩んでいた保育観。先生のお話を聞いて自信をとり

戻せたような気がします。子ども達の姿を観なが

ら、答えはいつも保育の中にあるという言葉を大切

に日々の保育に向き合いたいです。 

・『こども主体』を大切にしながら、私たち保育者も

一緒に楽しみながら毎日を送っていきたいと思い

ます。 

・子どもが始めたことをまず大切にするということ

が心に残りました。実際の子ども達の生活の様子も

紹介して頂き、大変分かりやすく自らの保育と重ね

合わせて考えることができました。 

・“新鮮度の更新”というお話を聞いて、改めて研修

への向き合い方について考え直すことができたな

と思いました。明日から、クラスの子どもたちへの

関わり方について今日感じたことを実践していけ

ればいいなと思います。 

研修のまとめ 

佐世保市幼児教育センター 

 

令和４年度  職員研修講座 職員研修講演会                     

目 的 職員の資質向上を図る 

日時・場所 令和４年１２月９日（金）１５：００～１６：４５ アルカスSASEBO 中ホール 

対 象 乳幼児教育・保育施設等の職員 

演 題 子どもから始まる保育の物語 ～環境と援助の在り方を考える～ 

内 容 講演 

講 師 お茶の水女子大学 教授 宮里暁美 氏 

 

保育所 幼稚園 認定こども園 その他
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参加者（合計　６４　名）


